

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































を弑す。皠些児の遺書に曰く、宝貨・園囿は諸を庶民に貽 。国郡は諸 叛人に貽 、と」 。カエサルの遺言には、一般市民に対しては、公園としてティべりス河畔の私邸を 一人一人には三百セスラルティウスを遺贈した。またカエサルの暗殺者の中からも大勢を、万一生れたとき自分の息子のための後見人に、デキムス・ブ トゥスに至っ は、次位の相続人の中に指名していた（ 『ローマ皇帝伝』第一巻） 。　
ちなみに明治初年には、実際にローマの地を踏んで漢詩をものした邦人もいた。明治六年にフランスからローマに向かっ






































































































































































































































ティベリウス、ネロ、ア ニウス、セプティミウスらの故事は、 『万国史』に出てこない） 。　
かつて『西洋三字経』が書かれ 時代には、西洋史の基礎を初心者にわからせるために、漢詩文の力を借りるという心積
もりがあったに違いない。しかしこの時期以後は巴来『万国史』に代表される公教育が、その役割をにな てゆくのであった。注（１） 『竹堂詩鈔』 （明治二十六年、仙台、伊勢斎助） 。 『詩集日本漢詩
17』 （平成元年、東京、汲古書院）収録。なお、漢字は通行の字体に改め
た（以下同様） 。
























15）鈴木一州訳『ローマ建国史（上） 』 （平成十九年 東京、岩波書店、一八二頁） 。
（
16）国原吉之助訳『ローマ皇帝伝（上） 』 （昭和六十一年、東京、岩波書店、四三頁） 。
（
17） 『新日本古典文学大系明治編５』 （平成二十一年、東京 岩波書店、三二八頁） 校注は日原傳。
（
18）国原吉之助訳『ローマ皇帝伝（下） 』 （昭和六 二 頁） 。なお、パエトンは太陽神ヘリオスの息子。父から火の車を借りて操縦し、誤って世界に災禍を齎したとされる。したがって 其の蛇を焼かん」というのも、ラテン語から漢語 訳される際に誤訳があったものか。
（
19）注
18参照。一九二頁。
（
20） 『ローマ皇帝群像２』 （平成十八年、京都、京都大学学術出版会、一三〇頁）
（
21）明治九年、東京、文部省、三一 頁。
幕末維新期の知識人にうたわれたローマ帝国
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